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市
で
は
昨
年
の
8
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
、
そ
の
判
定
結
果
を
「
判
定
結
果
取
り
扱
い
要
領
」
に
基
づ
い
て
検

討
し
、
各
事
業
に
関
す
る
今
後
の
市
の
対
応
を
決
定
し
ま
し
た
。

事
業
仕
分
け
の
判
定
結
果
に
対
す
る

市
の
対
応
が
決
定
し
ま
し
た

　
事
業
（
担
当
部
署
）
ご
と
の
事
業

仕
分
け
の
判
定
結
果
と
、
そ
れ
に
対

す
る
今
後
の
市
の
対
応
は
次
の
と
お

り
で
す
。

「
現
行
ど
お
り
」
と
判

定
さ
れ
た
事
業

【
現
行
ど
お
り
実
施
】

●
適
応
指
導
教
室
事
業（
学
校
教
育
課
）

【
見
直
し
内
容
を
平
成
26
年
度
事
業

計
画
に
反
映
】

●
特
別
支
援
教
育
事
業
（
学
校
教
育

課
）

【
見
直
し
内
容
を
平
成
26
年
度
予

算
・
事
業
計
画
に
反
映
】

●
教
育
相
談
事
業
（
学
校
教
育
課
）

「
要
改
善
」
と
判
定
さ

れ
た
事
業

【
見
直
し
内
容
を
平
成
26
年
度
事
業

計
画
に
反
映
】

●
白
井
運
動
公
園
管
理
運
営
事
業

（
生
涯
学
習
課
）

●
市
民
学
芸
ス
タ
ッ
フ
古
文
書
修
補

活
動
事
業
（
文
化
課
）

●
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
（
児

童
家
庭
課
）

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事

業
（
高
齢
者
福
祉
課
）

●
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
（
生
涯
学
習
課
）

●
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
（
児
童
館
）   

（
児
童
家
庭
課
）

●
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
（
老
人
憩
い
の
家
）（
高
齢
者

福
祉
課
）

●
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
事
業

（
学
校
教
育
課
）

●
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
事
業
（
学

校
教
育
課
）

【
見
直
し
内
容
を
平
成
26
年
度
予

算
・
事
業
計
画
に
反
映
】

●
社
会
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業

（
生
涯
学
習
課
）

●
消
費
生
活
相
談
・
啓
発
推
進
事
業

（
商
工
振
興
課
）

●
公
園
緑
地
等
住
民
管
理
推
進
事
業

（
都
市
計
画
課
）

【
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
伴
う
影

響
・
効
果
・
必
要
性
な
ど
の
検
証
に

時
間
を
要
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度

中
に
市
の
対
応
を
決
定
】

●
市
民
の
森
の
適
正
な
維
持
管
理
事

業
（
都
市
計
画
課
）

●
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
（
公
民
館
）（
生
涯
学
習
課
）

●
電
算
維
持
管
理
事
業
（
企
画
政
策

課
）

昨年の事業仕分けの様子

「
国
・
県
・
広
域
で
実

施
す
べ
き
」「
要
改
善
」

（
同
数
）
と
判
定
さ
れ

た
事
業

【
見
直
し
不
可
（
例
外
措
置
）】

●
福
祉
作
業
所
管
理
運
営
事
業
（
社

会
福
祉
課
）

「
要
改
善
」
と
「
現
行

ど
お
り
」（
同
数
）
と

判
定
さ
れ
た
事
業

【
現
行
ど
お
り
（
見
直
し
不
可
）】

●
消
防
団
体
制
強
化
事
業
（
市
民
安

全
課
）

「
不
要
・
凍
結
」
と
判

定
さ
れ
た
事
業

【
見
直
し
内
容
を
平
成
26
年
度
予

算
・
事
業
計
画
に
反
映
】

●
企
業
誘
致
推
進
事
業
（
商
工
振
興

課
）

【
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
伴
う
影

響
・
効
果
・
必
要
性
等
の
検
証
に
時

間
を
要
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
中

に
市
の
対
応
を
決
定
】

●
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
（
生

涯
学
習
課
）

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

　
各
事
業
に
関
す
る
具
体
的
な
見
直

し
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
班

　
内

線
3
3
8
1
・
2

　市内の平成25年中の振り込め詐欺被害件数は
10件で、その被害額は約4,400万円もありました。
そこで市では、電話を使用した振り込め詐欺や
悪質商法などからの防犯対策として、㈱ウィル
コムと協力し「迷惑電話チェッカー」を無料で
利用できるモニターを、3月3日㈪から募集します。

◆無料モニター期間・募集人数　設置日から平
成28年3月末日まで・先着100人
※申し込みは先着順で、定員になり次第受け付
け終了します。
◆対象者　次の条件すべてに当てはまる人
①白井市民であること（1世帯に1台）　②自宅の固定電話で番号表示サー
ビス（ナンバーディスプレイ）などを利用している人、または設置までに
利用開始できる人　③モニター期間中にアンケートに協力できる人
④㈱ウィルコムに対し、個人情報（申し込み情報）を提供することに同意
できる人
◆申込方法　「迷惑電話チェッカー」無料申込書（市民安全課・市ホームペー
ジにあります）に必要事項を記入し、直接市民安全課窓口へ申込んでくだ
さい。
◆無料モニター期間終了後の返却について
　モニター終了後、継続して利用を希望する場合は、㈱ウィルコムと別途
契約し、そのまま継続して利用できます（月額税抜き料金667円）。モニター
期間終了前に、㈱ウィルコムから確認の連絡があります。
◆注意事項
　機器の設置により、全ての迷惑電話を防げるわけではありません。
■申・■問　市民安全課交通防犯班　内線3324

　　　　振り込め詐欺　未然に防いだ地域の力

山﨑雅
まさよし

由さんに印西警察署長感謝状

贈呈を受けた山﨑さん
迷惑電話チェッカー

  　振り込め詐欺や悪質商法などの対策として
「迷惑電話チェッカー」の無料モニター募集

　1月31日、印西警察署で「振り込め詐欺未然防止功労者に対する署長
感謝状」が、白井コミュニティセンター長の山﨑雅由さんに贈呈され
ました。詳しい経緯は次のとおりです。

　

●振り込め詐欺防止のポイント
　•「お金がすぐに必要」は詐欺です。
　•家族以外の人には、絶対にお金やキャッシュカードは渡さない。
●こんな電話は要注意
　•電話番号が変わった•会社の小切手が入ったカバンを失くした
　•会社のお金を使い込んだ•女性を妊娠させてしまい、示談金が必
　　要になった•あなたの口座が犯罪に使われた•税金が還付される
　　のでATM へ行って
　このような電話がかかってきたら「お金を渡す前に」相談を
◆相談先
　•印西警察署　☎0476（42）0110
　•「振り込め詐欺・悪質商法被害抑止コールセンター」
　　　☎0570（008）494　

　1月16日午後1時40分ころ、市内在住の女性
（70代）が白井コミュニティセンターを訪れ、
「現金の受け渡しに立ち会って欲しい」と依頼
がありました。
　女性に事情を聴いたところ、「息子から現金
100万円を用意するよう頼まれており、代理
の者が取りに来る」などの内容であったため、
振り込め詐欺を疑い警察に通報し、被害を未
然に防止したものです。

感謝状を受けた山﨑さん



　
市
で
は
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初

め
式
を
1
月
19
日
に
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
で
行
い
、
消
防
団
員
や
消
防
職

員
な
ど
併
せ
て
3
4
8
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
に
よ
る
式
辞
や

消
防
団
長
の
訓
示
、
来
賓
に
よ
る
祝

辞
や
激
励
を
い
た
だ
き
、
消
防
活
動

に
尽
力
し
た
消
防
団
員
・
職
員
の
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、

「
白
井
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」
や
、
ま
こ

と
南
山
幼
稚
園
園
児
に
よ
る
遊
戯
の

披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
知
事
表
彰

【
功
労
章
】

山
﨑
正
史（
第
三
分
団
河
原
子
部
団
員
）

今
井
良
明
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

酒
井
博
光
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

山
﨑
和
則
（
第
一
分
団
分
団
長
）

山
口
賢
（
第
三
分
団
河
原
子
部
部
長
）

出
浦
昭
彦（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

武
藤
樹
幸
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

中
根
秀
一
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

近
藤
雅
明
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

【
精
勤
章
】

鈴
木
昇
（
第
三
分
団
今
井
部
部
長
）

山
﨑
孝
行
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

◆
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

山
崎
輝
夫
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

中
嶋
智
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

大
塚
昌
弘
（
第
一
分
団
清
戸
部
部
長
）

中
里
敏
康
（
第
二
分
団
七
次
部
部
長
）

長
谷
川
則
彦
（
第
一
分
団
十
余
一
部

部
長
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

石
井
良
一（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

井
手
久
就
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

梶
原
和
弘（
第
三
分
団
小
名
内
部
団
員
）

【
勤
続
章
】

押
田
真
秀
（
第
二
分
団
分
団
長
）

小
松
憲
明
（
第
三
分
団
分
団
長
）

中
村
強
司
（
本
部
副
分
団
長
）

伊
藤
治（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

石
井
雄
宇
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

班
長
）

宇
賀
一
登
（
第
二
分
団
七
次
部
班
長
）

野
本
幸
治
（
第
二
分
団
冨
士
部
団
員
）

宇
田
川
新
一
（
第
二
分
団
中
木
戸
部

団
員
）

大
久
保
則
雄
（
第
二
分
団
中
木
戸
部

団
員
）

鈴
木
教
善
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

平
川
裕
（
第
二
分
団
七
次
部
団
員
）

橋
本
隆
次
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

後
藤
郁
夫
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

◆
白
井
市
長
表
彰

吉
川
弘
一
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

消
防
出
初
め
式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

第二分団冨士部所属の鈴木さん家族が
日本消防協会長から表彰されました
　平成25年11月25日
に東京ドームで「消
防団120年・自治体
消防65周年記念大
会」が開催されまし
た。
　大会内で、家族で
3人以上が消防団に
加入している家族を対象に「消防団家族表彰」があり、
市内から第二分団冨士部に所属している鈴木さん家族
が表彰され、出初め式の際に表彰の伝達を行いました。
【消防団員家族表彰】（敬称略）
　鈴木伸幸、鈴木潤、鈴木徹
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

地域の安全は地域で！　～白井市消防団～

伊
藤
隆
弘
（
第
一
分
団
復
一
部
団
員
）

内
藤
竜
也
（
第
一
分
団
谷
田
部
班
長
）

橋
本
哲
弥
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

部
長
）

飯
田
将
庸
（
第
二
分
団
七
次
部
団
員
）

佐
藤
孝
一（
第
二
分
団
中
木
戸
部
団
員
）

平
井
隆
司
（
第
二
分
団
木
部
班
長
）

川
上
裕
也
（
第
三
分
団
富
塚
部
団
員
）

守
谷
敦
典
（
第
三
分
団
中
部
班
長
）

秋
谷
一
良
（
第
三
分
団
名
内
部
班
長
）

秋
谷
秀
樹（
第
三
分
団
平
塚
東
部
班
長
）

松
本
政
行（
第
三
分
団
平
塚
西
部
班
長
）

◆
白
井
市
長
・
団
長
表
彰

第
二
分
団
白
井
木
戸
部

※
こ
の
表
彰
は
千
葉
県
消
防
協
会
印

旛
支
部
消
防
操
法
大
会
に
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
出
場
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内

線
3
3
2
3
・
5

【
印
西
地
区
消
防
組
合
】

◆
上
級
救
命
講
習
受
講
者
募
集

　
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
図
る
た

め
、
印
西
地
区
消
防
組
合
管
内
の
人

を
対
象
に
、
A
E
D
使
用
訓
練
を
含

ん
だ
上
級
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

※
災
害
発
生
時
や
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
講
習
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
3
月
15
日
㈯
　
午
前
9
時
〜

5
時

※
講
習
時
間
は
、
8
時
間
で
す
。

場
所

　
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
（
印
西
市
）

対
象

　
一
般

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

申
・
問

　
3
月
1
日
㈯
か
ら
14
日
㈮
正

午
ま
で
に
、
電
話
で
印
西
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

☎
0
4
7
6
（
4
6
）
9
9
6
4
へ

　
冬
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。

　
家
庭
や
地
域
で
も
今

一
度
、
防
火
・
防
災
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　消防団は、｢自分たちのまちは自分たちで守る｣という郷土愛護の精神のもと、地域防災の
要として、災害から人命・財産を守り続けてきた歴史ある有償ボランティア団体です。
　消防団は、火災や地震、台風などの災害が発生した場合に、消防署と協力して迅速な消火・
救出活動を行い、また、地域での火災予防活動やそのための教育・訓練などを行っています。
　身分は非常勤特別職の公務員に該当し、火災などで出動した場合には手当てが支給され、
5年以上勤務して退団した場合には退職報償金が支給されます。

●消防職員だけでは、災害時に対応できません
　東日本大震災などでも経験したように、災害発生時には、想像以上に多くの人手が必要に
なります。例えば、火災現場では、消防団は消火活動以外に交通整理や水利確保、避難誘導
なども行っています。また、再発火する恐れがある場合などは、引き続き現場に留まって警
戒に当たります。
　風水害時には地域の巡視や住民の避難誘導、救助活動を行います。行方不明者の捜索など
にも消防団は出動しています。
　災害時の活動全てを消防職員が担うとした場合、現在より数多くの消防職員を常に配備し
なければならず、その維持にかかる経費は莫大なものになってしまいます。
　その消防職員では補えない部分を、消防団は補っています。

●消防団は地域に密着した存在です
　消防団は、地域の住民によって構成され、地域で活動する組織です。そのため、現場付近
の地理や住民の家族構成など、それぞれの地域の実情に明るく、救助活動や捜索などが必要
な場合、迅速な活動が期待できます。

消防団員募集
　白井市消防団では、入団希望者を随時募集し
ています。消防団には男性だけでなく女性も加
入できます。
　活動内容や加入方法など、詳細については、
直接問い合わせてください。
対象　市内在住・在勤者か近隣に居住している
18歳以上の人
■申・■問　市民安全課消防防災班　内線3323

　白井市消防団は、団本部のもと3つの分団とその下に属する21の部により組織され、平成26年1月現在、280人の団員が火災や災害など、
いざというときの出動に備えて、日ごろから訓練を重ねています。

市長から表彰を受ける消防団員

表彰された鈴木さん家族

消防職員から指導を受ける消防団員

火災には気を付けてね AEDの使用実演

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2014.2.15 2



問
　
白
井
国
際
交
流
協
会

　
☎
（
4

9
7
）
3
0
4
0
、
企
画
政
策
課
男

女
共
同
参
画
室

　
内
線
3
3
5
5

上
下
水
道
事
業
審
議
会

委
員
を
委
嘱

　
上
下
水
道
事
業
の
運
営
や
上
下
水

道
料
金
そ
の
他
負
担
金
な
ど
を
調

査
・
審
議
す
る
上
下
水
道
事
業
審
議

会
委
員
を
12
月
20
日
付
け
で
委
嘱
し

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
27
年
12
月
19
日
ま

で
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
委
員
】（
敬
称
略
）

学
識
経
験
者

　
矢
野
富
子
、
處

と
こ
ろ要
、

志
村
善
明
、
中
村
和
男
、
新
田
徹

受
益
者
　
尾
潟
述
也
、
水
谷
義
一

市
民
公
募
　
所
卓
秀
、
竹
下
建
一
、

伊
藤
菜
穂
美

問
　
上
下
水
道
課
業
務
班

　
内
線
3

4
5
7

委嘱を受ける委員

Q
　
今
度
、
引
っ
越
し
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
何
か
と
ト
ラ

ブ
ル
も
多
い
と
聞
い
た
。

　
引
っ
越
し
業
者
に
頼
む
と
き
の
注

意
点
を
教
え
て
ほ
し
い
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

A
　
春
は
入
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど

で
引
っ
越
し
が
多
く
な
る
時
期
で
す

が
、
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り

ま
す
。

　
引
っ
越
し
業
者
を
決
め
る
と
き
、

掛
か
る
費
用
だ
け
に
目
が
行
き
が
ち

で
す
が
、
他
に
も
い
く
つ
か
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
　

　
ま
ず
、
引
っ
越
し
業
者
の
広
告
な

ど
に
監
督
官
庁
で
あ
る
国
土
交
通
省

の
許
可
番
号
が
、
載
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
業
者
か
ら
必
ず
見
積
り
を
も

ら
い
、
具
体
的
な
作
業
内
容
や
料
金
、

何
か
あ
っ
た
時
の
責
任
の
所
在
が
書

か
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
「
標
準
引
越
運
送
約
款
」
を
必

ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
見
積
り
は
原
則
無
料
で
す
。
正
式

に
依
頼
す
る
前
に
申
込
金
な
ど
を
求

め
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
業
者
が
下
見
を
せ
ず
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
だ
け
で
見

積
り
を
出
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
便
利
な
反
面
、
荷
物

の
量
や
大
き
さ
を
こ
ち
ら
が
正
確
に

伝
え
な
い
と
、
業
者
は
正
し
い
見
積

も
り
が
出
せ
ま
せ
ん
。

　
後
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
あ
い
ま
い
な
場
合
は
、

面
倒
で
も
下
見
を
依
頼
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

気
持
ち
よ
く
引
っ
越
し
を
す
る
た
め
に

　
都
合
で
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、

前
日
よ
り
違
約
金
が
掛
か
り
ま
す
。

そ
の
他
、
荷
造
り
用
段
ボ
ー
ル
の
引

き
取
り
費
用
や
、
契
約
時
に
も
ら
っ

た
粗
品
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
受
け
取
る
前
に

条
件
を
確
か
め
て
お
く
こ
と
も
必
要

で
す
。

　「
引
っ
越
し
当
日
に
ト
ラ
ッ
ク
が

予
定
時
刻
に
遅
れ
て
来
た
た
め
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
遅
れ
る

事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
う
な

っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
事

前
に
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
引
っ
越
し
が
済
ん
だ
ら
、
荷
物
や

家
屋
に
キ
ズ
な
ど
が
な
い
か
を
確
認

し
、
あ
れ
ば
す
ぐ
に
業
者
へ
連
絡
し

ま
す
。
3
カ
月
を
経
過
す
る
と
補
償

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
で
き
る

だ
け
2
カ
所
以
上
の
業
者
か
ら
見
積

り
を
と
り
、
比
べ
て
か
ら
決
め
る
こ

と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
諦
め
ず
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
175

統計功労者が
表彰されました

　統計調査に尽力し、
その業績が優秀であ
ると認められたため、
1月24日に千葉市の
青葉の森公園芸術文
化ホールで行われた
統計功労者表彰式で、
江森幸子さんが「千
葉県統計協会会長表
彰」を受けました。
■問　企画政策課情報管理班　内線3358・9

世
界
の
ダ
ン
ス
＆
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
南
米
、
東
南
ア

ジ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

世
界
の
料
理
や
ケ
ー
キ
な
ど
を
味
わ

い
な
が
ら
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や

ハ
ワ
イ
ア
ン
&
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
サ
ル

サ
、
マ
リ
ネ
ラ
な
ど
の
ダ
ン
ス
を
鑑

賞
し
、
オ
カ
リ
ナ
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、

二に
こ胡
、
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の
演
奏
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
9
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

参
加
費
　
無
料

※
食
事
代
な
ど
は
別
に
掛
か
り
ま
す
。

市自治連合会小学校区支部の事業に
参加しませんか
　市自治連合会では、小学校区支部ごとに自主的な活動を実施しています。
　事業は各小学校区の在住者を対象として実施し、自治会に加入してい

ない人も参加する
ことができますの
で、対象の地域に
住んでいる人で詳
細を知りたい人は、
直接、支部事業の
問い合わせ先に連
絡してください。
■問　市民活動支援
課市民活動支援班
内線3151・2

事業の概要
小学校区 桜台小学校区支部
日程 3月8日㈯（雨天の場合は講習会のみ）
場所 桜台小学校区通学路・桜台センター

内容
時間

【桜台小学校区クリーン作戦】
・通学路のクリーン活動（9：00 ～ 10：00）
・ごみ減量講習会（10：30 ～ 12：00）

対象者 桜台小学校区在住者

問い合
わせ先 朽

くつき

木　☎（491）7745

すてきなダンスを披露する皆さん

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

表彰された江森さん

平
成
27
年
度
以
降
の

北
総
線
運
賃
問
題
に
つ
い
て

　
1
月
に
発
行
し
た
「
広
報
し
ろ

い
」
に
お
い
て
、
既
に
平
成
27
年

度
以
降
の
「
北
総
線
運
賃
値
下
げ

支
援
補
助
金
」
を
継
続
し
な
い
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
12
月
26
日
に
伊
澤
白
井
市
長

が
、
板
倉
印
西
市
長
と
一
緒
に
北

総
鉄
道
㈱
に
出
向
き
、
補
助
金
に

つ
い
て
継
続
し
な
い
考
え
を
伝
え

た
と
こ
ろ
、北
総
鉄
道
㈱
か
ら「
現

行
の
ス
キ
ー
ム
が
継
続
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
運
賃
を
戻
さ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
白
井
市
や
印
西
市
、
他

市
の
一
部
が
補
助
金
を
継
続
し
な

い
方
針
を
決
め
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
、
方
針
を
決
め
て
い
な
い
自
治

体
も
あ
り
、
引
き
続
き
北
総
鉄
道

㈱
が
拙
速
に
運
賃
を
値
下
げ
前
に

戻
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
千
葉
県

や
沿
線
6
市
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
千
葉
県
に
対
し
、
運
賃

問
題
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
北

総
線
運
賃
問
題
に
係
る
協
議
の
場

の
設
置
に
関
す
る
要
請
を
、
北
総

線
沿
線
6
市
（
市
川
市
、
船
橋

市
、
松
戸
市
、
鎌
ヶ
谷
市
、
印
西

市
、
白
井
市
）
の
市
長
連
名
に
よ

り
書
面
で
提
出
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
千
葉
県
か
ら
は
、
協
議
す

る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
の
理

由
で
、
要
請
書
は
受
理
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
運
賃
問
題
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
係
る

合
意
書
」
第
4
項
で
「
平
成
27
年

度
以
降
に
お
け
る
、
本
合
意
書
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
北
総

鉄
道
の
経
営
状
況
を
勘
案
し
、
安

定
的
な
運
賃
体
系
が
維
持
で
き
る

よ
う
、
関
係
者
間
で
協
議
す
る
。」

と
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
り
、
沿

線
市
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
重
要

な
事
柄
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
沿
線

6
市
が
協
力
し
、
粘
り
強
く
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　

内
線
3
3
5
2

記者会見を行った板倉印西市長（左側）と伊澤白井市長

臨時職員を募集します
　開発許可の事務処理市移行に伴い、開発許可台帳の電子化の
作業や簡単な窓口業務を補助する事務補助員を募集します。
募集要件・人数　パソコンの操作ができる人　1人
勤務期間　4月1日㈫～ 9月30日㈫（6カ月間）
勤務日時　月～金曜日（祝日を除く）
の午前9時～午後4時
（1時間休憩あり）
時給　840円（別途通勤手当あり）
■申・■問　3月14日㈮までに履歴書（写
真貼付）に必要事項を記入の上、郵
送か直接都市計画課宅地指導準備室
内線3201・2へ
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市民農園の開設方法など
開設方法 開設者 施設の有無 開設手続 設置場所 優遇措置

（1）「市民農
園整備促進
法」による
場合

誰でも可
（手続きは主体に
よって異なる）

農機具収
納施設や
休憩施設、
トイレな
どの附帯
施設の設
置が必要

開設者が申請し、
市町村が認定
（農業委員会の決
定および知事との
協議が必要）

①市民農園区域
（市町村が指定）
※市内には現在の
ところ存在してい
ません
②市街化区域

①農地法の権利移動
の許可が不要
②農地を休憩施設な
どに転用する場合、
農地法の転用許可が
不要
③市街化調整区域で
開設する場合、都市
計画法の特例措置

（2）「特定農
地貸付法」
による場合

誰でも可
（手続きは主体に
よって異なる）

要件とさ
れていな
い

開設者が申請し、
農業委員会が承認

特に定めはない
が、適切な位置に
ある場合に承認

農地法の権利移動の
許可が不要

（3）「農園利
用方式」に
よる場合

①地方公共団体
②農地を有する
個人など

－
農地の取得、施設
を設置する場合農
地法の許可が必要

特に場所の定め
は無い

－

市
民
農
園
の
開
設
を
応
援

　
市
民
農
園
は
、
農
業
者
と
消
費
者

が
農
作
業
な
ど
を
通
じ
、
相
互
理
解

を
深
め
る
交
流
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
食
育
や
健
康
づ
く
り
、
自
然
と

の
触
れ
合
い
の
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
に

伴
い
、
年
々
増
加
す
る
耕
作
放
棄
地

の
解
消
や
農
地
の
保
全
に
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
農
園
の
開
設
を
希

望
す
る
人
に
、
開
設
手
続
き
の
相
談

や
開
設
後
の
利
用
者
募
集
の
周
知
な

ど
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
農
園
の
開
設
方
法
な
ど
は
、

左
表
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
開
設
に
あ
た
り
詳
細
に
つ
い
て

は
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
・
2

〜
市
内
初
の
農
業
体
験
型
農
園
〜

「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」

が
開
園

　
農
業
者
が
開
設
す
る
市
内
で
初
め

て
の
「
農
業
体
験
型
農
園
」
が
4
月

に
開
園
し
ま
す
。

　
農
業
体
験
型
農
園
は
、
農
園
利
用

方
式
（
上
記
表
の
⑴
）
で
開
設
さ
れ
、

農
園
開
設
者
が
農
園
に
係
る
農
業
経

営
を
自
ら
行
い
、
農
園
利
用
者
が
農

業
者
の
指
導
・
管
理
の
も
と
に
植
え

付
け
を
し
、
肥
料
を
与
え
、
収
穫
す

る
と
い
っ
た
農
作
業
を
体
験
す
る
も

の
で
、
収
穫
の
み
を
行
う
観
光
農
園

と
は
異
な
り
ま
す
。

　 

「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
で
は
、
指

導
農
業
士
の
園
主
が
的
確
な
栽
培
指

導
を
行
い
ま
す
。

　
種
や
苗
、
農
具
、
資
材
な
ど
は
全

て
農
園
で
用
意
し
、
ま
た
、
30
台
分

の
駐
車
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
し
っ
か
り
と
し
た
農
業
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
新
鮮
で
安
全
な
野
菜
な

ど
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
し
込
み
方
法
や
利
用
料
金
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
白
井
市
平
塚
田
園
自
然
再
生
活

用
協
議
会
（
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環

境
塾
内
）　 

☎
・

（
4
0
4
）
3

2
9
8
（
月
・
水
・
土
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
）・

 sh
iroik

an
k
y
oju
k
u
@
k
ce.b
ig
lob
e.

n
e.jp

へ

※
指
導
農
業
士
と
は
、
地
域
農
業
の

振
興
に
関
す
る
活
動
や
、
青
年
農
業

者
の
育
成
・
指
導
に
取
り
組
む
農
業

者
で
、
県
知
事
が
認
定
し
て
い
ま
す
。

　交通指導員は園児や
児童、生徒を交通事故
から守るため、交通安
全教室や通学路での街
頭指導のほか、市民の
交通安全意識の向上を
図るため駅前広場や交
差点などで街頭啓発活
動を行っています。
　現在、男女併せて23
人の指導員が市から委嘱を受け、警察などと連携しなが
ら交通事故を減らすため、各種交通安全運動に取り組ん
でいます。
　市では、4月から一緒に活動していただく指導員を募
集します。
※交通指導員の身分は市非常勤特別職です。
任期　２年
対象　市内在住の満20歳以上で交通安全に関心を持ち、
指導力のある人　7人
※応募者多数の場合は、面接により選考します。
報酬　年額26,000円
■申・■問　電話か直接市民安全課交通防犯班　内線3322

交通指導員を募集します

自転車の乗り方を指導をする交通指導員

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
市
で
は
、
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
と

共
催
で
、
環
境
保
全
活
動
を
実
施
し

て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
今
回
は
「
自
ら
の
手
で
守
ろ
う
、

ふ
る
さ
と
白
井
の
自
然
と
環
境
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
団
体
・
市
内
小
学

校
・
事
業
者
に
よ
る
事
例
発
表
や
環

境
に
関
す
る
漫
才
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
環

境
保
全
活
動
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
展

示
し
ま
す
。

日
時
　
3
月
1
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

4
時

※
パ
ネ
ル
展
示
は
、
午
前
10
時
か
ら

行
い
ま
す
。

場
所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
6
・
7

【
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
】

不
燃
ご
み
か
ら
火
災
！

〜
ご
み
を
出
す
時
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
〜

　
平
成
25
年
12
月
26
日
に
、
印
西
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
破
砕
機
内
で
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
直
接
の
原
因
は
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

が
破
砕
機
内
で
破
裂
し
、
引
火
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
を

出
す
際
に
は
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
の

ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス

　市では、市税の滞納により市が差し押さえた不動産（土地
および建物）を入札により売却します。
　詳細は、収税課にある「不動産公売のお知らせ」か市ホー
ムページで確認することができます。
【売却物件】
地番　大松一丁目2016番5
土地面積　206.54平方㍍
地目　宅地
都市計画　市街化区域
建ぺい率　40㌫
容積率　80㌫
建物の種類　居宅
建物面積　1階　67.07平
方㍍　2階　44.71平方㍍
建物の構造　木造瓦ぶき2階建て
建物築年月　昭和62年7月
【公売日程など】
公売期日　3月11日㈫　午前10時～
※売却決定日は3月18日㈫です。
場所　市役所3階第3会議室
対象　公売保証金（見積価格の10分の1の金額）を納付できる人
※公売対象財産の所有者などは除きます。
■問　収税課収税班　内線3121 ～ 5

差し押さえ不動産の
公売を行います

ボ
ン
ベ
は
、
必
ず
使
い
切
り
、
穴
を

開
け
て
か
ら
出
す
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4
・
印
西
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班
　
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
2
7
3
2

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
1
月
17
日
か
ら
24

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
項
目

　
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ

ン
、
カ
ブ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ネ
ギ
、

イ
チ
ゴ

県
検
査
項
目
　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

市
税
の
納
付
は
便
利
な

口
座
振
り
替
え
で

　
市
税
の
納
付
に
口
座
振
り
替
え
を

利
用
す
る
と
、
指
定
の
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
り
替
え
日
に
残
高
不
足
に

な
ら
な
い
よ
う
、
口
座
振
り
替
え
の

前
日
ま
で
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関

お
よ
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
市
外
の
金
融
機
関
で
申
し
込
む
場

合
は
、収
税
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
り
替
え
の
で
き
る
市
税
】

市
・
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
固
定

資
産
・
都
市
計
画
税
、
国
民
健
康
保

険
税

※
随
時
期
課
税
分
は
、
引
き
落
と
し

に
な
り
ま
せ
ん
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

5
、
市
内
の
金
融
機
関

開設者の海老原さん

売却物件

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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若
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を

支
援
し
ま
す

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
市
で
は
、
人
と
関
わ
る
こ
と
に
不

安
が
あ
っ
て
家
か
ら
出
に
く
い
人
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
働
く
意
欲
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
を
対
象

に
し
た
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
医
療

や
教
育
、
労
働
、
福
祉
な
ど
の
関
係

機
関
へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　
本
人
が
希
望
す
る
場
合
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
も
支
援
し

ま
す
。

　
相
談
内
容
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
3
月
6
日
㈭
・
桜
台

セ
ン
タ
ー
、
3
月
19
日
㈬
・
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u

sy
u
u
@
city
.sh
iro
i.ch
ib
a.

jp

へ

　3月をもって日本年金機構研修センターの施設が閉鎖されるため、運
動施設の開放事業が終了します。
　施設使用料の支払いが済んでいて、雨天などの理由により振り替えの
済んでいないものがある場合は、振り替えまたは還付を受け付けますの
で、詳細については問い合わせてください。

3月の日本年金機構研修センター開放日
日程　3月1日㈯・2日㈰・8日㈯・9日㈰・15日㈯・16日㈰・22日㈯・23日㈰・
　　　29日㈯・30日㈰
時間　午前9時～午後5時
対象　市内在住・在勤・在学者（申し込み順）
※未成年者が利用する場合は、必ず成人が同伴してください。
利用料金　テニスコート600円、グラウンド2,940円（各2時間単位）
■申・■問　申請書（生涯学習課にあります）に必要事項を記入の上、2月25日
㈫までに直接生涯学習課スポーツ振興班　内線3435へ
※初めて申請する場合は、生涯学習課スポーツ振興班で利用者登録をしてく
ださい。

教育相談員を募集します
　市では、市内の児童や生徒、保護者
および教育関係職員を対象に、家庭や
学校での生活に関することについて相
談活動を行う教育相談員を募集します。
募集要件・人数　各種カウンセラー資
格のうち、いずれか1つ以上有してい
る人　1人
※面接により選考します。
勤務期間　4月1日㈫～平成27年3月31日㈫の毎週月曜日
勤務時間　午前9時30分～午後4時30分
勤務場所　教育相談室（市役所内）
日給　9,000円
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上、2月28日㈮までに郵送
か直接教育センター室　内線3472へ

非常勤職員を募集します
　地域包括支援センター（高齢者サポートセンター）では、介護保険
で要支援者が受ける予防給付のケアマネジメントを行う非常勤職員を
募集します。
募集要件・人数　保健師または介護支援専門員の資格を持つ人　1人
勤務期間　～ 3月31日㈪（平成26年度以降の勤務について更新あり）
※勤務開始日については、相談に応じます。
勤務日時　月～金曜日（日曜日、祝日を除く）
の週3日　午前9時～午後4時
※土曜日に勤務がある場合があります。
時給　1,300円（別途通勤手当あり）
■申・■問　2月28日㈮までに履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、
資格を証明する書類の写しを添えて、郵送か直接高齢者福祉課内地域
包括支援センター（高齢者サポートセンター）☎（497）3474へ

食
生
活
セ
ミ
ナ
ー

〜
食
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜

　
健
康
づ
く
り
に
大
切
な
食
生
活
に

つ
い
て
学
び
、
自
分
自
身
や
家
族
、

身
近
な
地
域
の
生
活
に
役
立
て
る
講

座
で
す
。

　
講
座
参
加
者
の
う
ち
希
望
者
は
、

4
月
か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

日
時
　
3
月
12
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
食
生
活
や
料
理
に
関
心
の
あ

る
人
で
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
た
い
市
内
在
住
者
　
20
人
（
申

し
込
み
順
）

講
座
内
容

●
講
話
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
っ

て
？
」

●
実
習
「
我
が
家
の
味
付
け
、
濃
い

の
？
薄
い
の
？
」
〜
み
そ
汁
塩
分
チ

ェ
ッ
ク
〜

●
調
理
実
習
「
実
践
！
お
い
し
く
作

る
健
康
料
理
の
コ
ツ
」

●
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
に
つ

い
て

講
師
　
栄
養
士
（
健
康
課
）  

、
食
生

活
改
善
推
進
員

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具
、
家
庭
で
作
っ
た
み
そ
汁
20

㍉
㍑
程
度
（
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
28
日
㈮
ま
で
に
健
康

課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
へ

【
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食
生

活
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
は
】

　
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康

づ
く
り
を
自
ら
実
践
す
る
と
と

も
に
、
身
近
な
地
域
の
中
に
広

め
て
い
く
活
動
の
他
、
市
の
食

育
に
関
す
る
事
業
な
ど
に
協
力

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

マタニティーコンサート＋α
　妊娠中に気を付けたいことを学んだ後、お腹の中の赤ちゃんと一緒
に音楽を聞きながらプラネタリウムでリラックスしませんか。
日時　3月12日㈬　午後1時30分～ 3時20分（受け付け　午後1時15分～）
場所　プラネタリウム館ドーム
対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とその家族　60人（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
内容　医師による妊娠中の注意に関する講話、図書館司書による絵本
の読み聞かせ、星の誕生の話
保育　あり（要事前申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　市内在住の妊婦とパートナー　無料
　　　　それ以外の人　210円（観覧料）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

～おやこで遊びにきませんか～「おたのしみ会」
　ボランティアサークル「なごみ」による「人形劇とコンサート」を、
子どもと一緒に見て、楽しい時間をみんなで過ごしましょう。
日時　3月12日㈬　午前10時～ 11時
場所　南山保育園多目的室
対象　市内在住の就学前までの子とその保護者　50組（申し込み順）
※駐車場の利用は10台までとなります。（要事前申し込み）
■申・■問　3月3日㈪の午前9時から、電話か直接子育て支援センター
ふれんど　☎（491）1131へ

　市では、市立保育園の給食業務を円滑に実施するため、限られた任
期で短時間勤務を行う栄養士を募集します。
募集要件・人数　栄養士の資格を有し、昭和43年4月2日以降に生まれ
た人（45歳以下）　2人
※選考基準により選考します。また、年齢に関し募集要件を満たして
いない人も、相談に応じます。
任期　平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
※週31時間以内での勤務となります。詳細につ
いては募集案内にあります。
勤務場所　市立南山保育園・桜台保育園
■申・■問　所定の申込書（総務課・市ホームページにあります）に必要
事項を記入の上、栄養士資格者証の写しを添えて、2月28日㈮までに、
郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

任期付短時間勤務職員
（栄養士）を募集します

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

食育の話をする食生活改善推進員

子育て支援センター「ふれんど」イベント情報

2014.2.155



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～

センターフェスティバル
冨  冨士センターフェスティバル

日時　3月1日㈯　午前9時30分～午後3時30分
　　　　  2日㈰　午前9時30分～午後3時
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり
※臨時駐車場を関東第一高等学校野球部寮と白井第三小学校に用意します。

公  公民センターフェスティバル
日時　3月1日㈯　午前9時30分～午後3時30分
内容・プログラム（開催時間）　下表のとおり
※臨時駐車場を菊川工業㈱敷地内に用意します。

幻
の
鉄
道
計
画

　
今
か
ら
1
0
0
年
ほ
ど
前
、
白

井
で
幻
に
終
わ
っ
た「
船
橋
鉄
道
」

と
い
う
鉄
道
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
明
治
末
の
鉄
道
国

有
化
政
策
で
財
政
困
窮
と
な
っ
た

国
の
鉄
道
計
画
の
う
ち
、
未
完
成

の
地
方
路
線
を
民
間
の
力
で
完
成

さ
せ
よ
う
と
し
た
明
治
43
年
（
1

9
1
0
）
公
布
の
「
軽け
い
べ
ん便
鉄
道
法
」

が
切
っ
掛
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
軽
便
鉄
道
は
線
路
の
幅
や
敷ふ

せ
つ設

す
る
場
所
な
ど
の
条
件
が
大
き
く

緩
和
さ
れ
た
鉄
道
で
、
一
定
条
件

を
満
た
せ
ば
開
業
後
5
年
の
収
益

補
償
を
行
う
補
助
法
も
定
め
ら
れ

た
た
め
、
全
国
的
に
軽
便
鉄
道
の

計
画
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
船
橋
鉄
道
も
そ
の
1
つ
で
、
営

業
成
績
が
良
か
っ
た
県
営
軽
便
鉄

道
野
田
線
の
終
点
、
柏
駅
か
ら
総

武
線
船
橋
駅
に
つ
な
げ
る
計
画
で

し
た
。
そ
の
ル
ー
ト
は
、
千
代
田

村
・
土つ

ち
村
・
風

か
ざ
は
や早
村
（
現
柏
市
）、

白
井
村
（
市
内
の
富
塚
・
七
次
台
・

笹
塚
・
池
の
上
・
富
ヶ
沢
あ
た
り
）、

豊
富
村
・
八や

さ
か
え栄

村
（
現
船
橋
市
）

経
由
で
、
円
弧
を
描
く
よ
う
に
北

総
地
域
を
縦
断
す
る
も
の
で
し
た
。

当
時
の
白
井
村
の
人
口
は
、
船
橋

町
に
次
ぐ
規
模
で
、
我
孫
子
町
や

市
川
町
、
鎌
ケ
谷
村
な
ど
よ
り
も

大
き
な
村
の
時
代
で
し
た
。

　
大
正
2
年
（
1
9
1
3
）
4
月
、

船
橋
町
の
藤
田
栄
一
ら
が
発
起
人

と
な
り
「
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
」

を
受
け
、
翌
年
6
月
に
正
式
に
船

橋
鉄
道
㈱
は
発
足
し
ま
し
た
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
資
本
金
は
当
時
の
40
万
円
で
、

株
主
は
2
8
8
人
ほ
ど
い
ま
し
た
。

当
初
の
役
員
と
し
て
、
白
井
村
か

ら
は
中
村
仁
一
が
、
沿
線
の
町
村

か
ら
は
岡
田
耕
平
、
宇
賀
山
金
次

郎
、
田
久
保
節
造
、
西
村
隆
輔
、

藤
代
啓
、
川
野
邊
政
五
郎
、
齋
藤

信
三
郎
、
島
村
治
助
な
ど
、
銀
行

頭
取
や
政
治
家
、
村
長
経
験
者
た

ち
と
い
っ
た
地
元
の
名
士
が
名
を

連
ね
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
設
立
後
1
年
も
し
な

い
う
ち
に
役
員
5
人
が
辞
職
す
る

な
ど
、
早
く
か
ら
問
題
を
抱
え
ま

し
た
。
ま
た
、
ル
ー
ト
の
大
半
で

は
価
格
協
定
が
ま
と
ま
り
工
事
に

入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
富
ヶ
沢
で

は
価
格
協
定
が
結
べ
ず
、
工
事
は

富
ヶ
沢
目
前
で
中
断
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
た
び
た
び
新
聞
を
に

ぎ
わ
す
内
紛
が
続
き
事
業
が
停
滞

す
る
と
、
大
正
7
年
（
1
9
1
8
）

6
月
に
融
資
を
受
け
て
い
た
船
橋

商
業
銀
行
が
不
良
債
権
を
抱
え
て

任
意
解
散
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響

で
船
橋
鉄
道
㈱
も
定
め
ら
れ
た
期

限
ま
で
に
工
事
を
完
成
で
き
ず
、

同
年
8
月
に
は
免
許
失
効
と
な
り
、

つ
い
に
は
解
散
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

船橋鉄道の旧電車道跡
（富塚）

内容 日程 プログラム（開催時間）

展示
1日㈯・
2日㈰

布絵、書道、ペン習字、写真、絵画、俳句、花

発表・体験

1日㈯
梨トレ体操（10：00 ～）、ソーラン踊り（11：00 ～）、
太極拳（12：00 ～）、カラオケ、脳トレ（13：00 ～）、
囲碁大会（終日）

2日㈰
コーラス（10：00 ～）、大正琴（11：00 ～）、ウクレレ、
フラダンス（12：30 ～）、和太鼓（14：00 ～）、カラオ
ケ発表（終日）

模擬店・販売
1日㈯・
2日㈰

焼きそば、焼き鳥、きのこの混ぜご飯、いなり寿司、
なめこ汁、フランクフルト、たこ焼き、産地野菜、
焼き菓子、リサイクル品・手作り品、バザー

児童ルーム

1日㈯
コインタワー（10：00 ～）、創作紙芝居（11：30 ～）、
スイーツデコ作り、宝探し（13：30 ～）

2日㈰
プラバン工作（9：30 ～）、くじ引き（10：00 ～）、工作・
風車（13：00 ～）、おかしのつかみどり（13：30 ～）

※ポップコーンの無料配布を午前10時から行います。

内容 プログラム（開催時間）

展示
フラワーアレンジメント、こけ玉、藍染・草木染作品、写真、
編み物クラブ活動報告、白井第二小児童による絵画・書道など
の制作物

発表・
体験

【発表】エンジェル体操クラブ（10：00 ～）、ロゴス腹話術研究
会（10：30 ～）、ヒップホップ（11：00 ～）、おはなしのたまてば
こ・人形劇（13：00 ～）
【体験】フルーツカービング、ネイル、中国茶、アロマ化粧水・
スプレー・バスソルト、ステンドグラス、野菜種のブローチ
（終日）、ベビーマッサージ（10:00 ～）、自

じきょうじゅつ

彊術体操（11：00 ～）、
子どものフラワーアレンジメント（12：00 ～）、リフレッシュヨ
ガ（13：00 ～）、陰ヨガ（14：00 ～）

模擬店・
販売

藍染・草木染作品、ステンドグラス、ビーズアクセサリー、編
み物作品・ヘア飾り・ブローチ、キムチ、チヂミ、乳製品、採
れたて地元野菜、コーヒー（終日）、赤飯、バラッパまんじゅ
う（10:00 ～）、手作りパン、ケーキ（12：00 ～）、本場インド
カレー、軽食（11:00 ～）

児童ルーム お面などの制作、輪投げ、コリントゲーム、お魚つり
※ビンゴ大会を午後3時から行います。

公民センターフェスティバルの様子冨士センターフェスティバルの様子

公  

1
歳
児
「
す
み
れ
さ

ん
」
2
歳
児
「
た
ん
ぽ

ぽ
さ
ん
」
合
同

　
親
子
で
楽
し
く
、
紙
皿
を
使
っ
た

「
ハ
ッ
ピ
ー
プ
レ
ー
ト
」
を
作
り
ま

子

育

て

　福祉センター内にある障害福祉サービス事業所「み
のり」では、障害者支援に関する仕事を行う非常勤職
員を募集します。
募集人数　普通自動車免許を持ち、障害者福祉に強い
意欲と熱意を持った人　1人（年齢、経験は不問）
勤務期間　4月1日～平成27年3月31日（1年間・更新あり）
※書類と面接により選考します。
勤務日時　週4日勤務（曜日は要相談）
午前9時30分～午後4時30分
時給　840円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書（写真貼布）に必要事項を記入し、 2月
28日㈮までに郵送か直接就労継続支援B型事業所「み
のり」☎（492）2096へ

福  就労継続支援B型事業所「みのり」
非常勤職員を募集します

し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
24
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
子
ど
も
の
顔
が
大
き
く
写

っ
て
い
る
写
真
1
枚

申
　
2
月
22
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  
ち
び
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
」

　
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
か
わ
い
い
「
ひ

な
人
形
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

11
時
15
分

対
象
　
1
歳
6
カ
月
以
上
の
子
と
そ

の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

「ひな人形」を作ろう

子

ど

も

福  
お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
お
金
の
役
割
・
歴
史

を
学
ぼ
う
」

　
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
な
が
ら
、
お
金
の
役
割
や
歴
史
を

学
ぼ
う
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
簡
単
に

で
き
る
貯
金
箱
作
り
も
行
い
ま
す
。

日
時

　
3
月
1
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

　
12
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

講
師
　
S
M
B
C
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱
　
阿
久
津
真
悟
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
2
月
24
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため
徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問い合わ
せてください。
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する場合
があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します
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駅  
将
棋
大
会

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
参
加
で
き

る
将
棋
大
会
で
す
。

日
時
　
3
月
1
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）　

申
　
2
月
27
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

若
者
の
就
労
を
考
え

る
個
別
相
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
現
在
就
労
し

て
い
な
い
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
個
別
で
対
応
す
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
3
月
5
日
㈬
　
午
後
1
時
〜

5
時

対
象
　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か

そ
の
保
護
者

申
　
2
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
27
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

ボ  

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
登
録
説
明
会

　
市
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
は
、
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

65
歳
以
上
の
人
の
社
会
参
加
や
健
康

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆
法
政
大
学
法
学
部
学
生
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会

　
学
生
に
よ
る
法
律
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
学
生
が
回
答
困
難
な
場
合
は
、

同
伴
の
指
導
教
授
も
助
力
し
ま
す
。

　
相
続
や
親
族
、
金
銭
貸
借
、
交
通

事
故
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
人

は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
裁
判
中
の
事
案
や
刑
事
法
、

商
法
な
ど
の
民
法
以
外
の
相
談
に
つ

い
て
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

日
時
　
2
月
22
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分
　
場
所
　
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
　

申
・
問

　
前
日
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
を
電
話
で
法

政
大
学
法
学
会
法
律
相
談
部
☎
0
9

0
（
4
2
0
9
）
8
2
9
5
へ

※
当
日
の
相
談
受
け
付
け
も
行
い
ま

す
。

◆
原
っ
ぱ
の
会
の
自
然
観
察
会
「
早

春
の
野
鳥
観
察
会
」

　
早
春
の
木
立
の
中
を
行
き
来
す
る

野
鳥
を
一
緒
に
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
23
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）　
集
合
場
所
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）　
対
象
　

一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）　
講

師
　
日
本
野
鳥
の
会
千
葉
県
幹
事
　

上
田
孝
寿
さ
ん
、
高
橋
邦
年
さ
ん
　

持
ち
物
　
飲
み
物
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

参
加
費
　
1
0
0
円
（
資
料
代
、
保

険
代
）

申
・
問

　
電
話
で
N
P
O
法
人
谷
田

武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会

　
内
田
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
0
2
5
6
へ

◆
成
年
後
見
制
度
研
修
会

　
県
民
や
福
祉
関
係
者
を
対
象
に
、

「
お
笑
い
芸
人
」
と
の
掛
け
合
い
な

ど
を
通
し
て
、
分
か
り
や
す
く
成
年

後
見
制
度
の
概
要
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
1
日
㈯
　
午
後
1
時
20

分
〜
4
時
5
分
　
場
所
　
千
葉
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　

3
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加

費
　
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
参
加

申
込
書
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

か
メ
ー
ル
で
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議

会
千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

0
4
3
（
2
0
4
）
6
0
1
2
・

0
4
3
（
2
0
4
）
6
0
1
3
・

sm
ile
@
ch
ib
ak
e
n
sh
ak
y
o
.

com

へ

◆
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
協
会

　
要
約
筆
記
者
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
い
ず
れ
も
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と
の
手
話

学
習
会
】

日
時

　
3
月
1
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
　
場
所
　
佐
倉
市
西
部
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
参
加
費
　
無
料

※
初
め
て
参
加
す
る
場
合
は
テ
キ
ス

ト
代
1
、
0
0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

【
手
話
サ
ロ
ン
】

日
時
　
3
月
14
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
酒
々
井
町
社
会
福
祉

協
議
会
　
参
加
費
　
無
料

※
手
話
だ
け
で
は
な
く
、「
お
し
ゃ

べ
り
」
も
楽
し
む
サ
ロ
ン
で
す
。

【
文
字
で
話
そ
う
会
】

日
時
　
3
月
30
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
　
場
所
　
成
田
市
保
健
福

祉
館
　
参
加
費
　
無
料

問
　
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所

☎
0
4
3
（
4
9
6
）
2
3
3
1
、

0
4
3
（
4
6
1
）
6
5
3
3

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。

福  

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
み

の
り
合
同
事
業
「
ひ
な

ま
つ
り
」

　
甘
酒
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
、

田
辺
直
樹
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

も
開
催
し
ま
す
の
で
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
6
日
㈭
　
午
前
11
時
〜

福  
集
い
の
場
「
コ
ト
コ

トC
a
fe

」

　「
コ
ト
コ
トC

a
fe

」
は
、
食
を

通
じ
て
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
」
と
し

て
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
日
替
わ
り
で
シ
ェ
フ
が
交
代
す
る

「
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
」
の
ラ
ン
チ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
か
一
つ
の
参
加
や
、
両
方

と
も
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
程

　
3
月
7
日
㈮

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
カ
ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
体

験
で
き
ま
す
。

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
0
0
〜
5
0
0
円
（
作

る
作
品
に
よ
り
材
料
費
が
変
動
）

◆
白
井
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「
レ

オ
タ
ー
ド
」
会
員
募
集

　
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
3
月
6
・
13
・
20
・
27
日
（
各
木

曜
日
）
に
無
料
体
験
講
習
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
7
時
〜

9
時

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー

※
会
費
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
2
）
1
9
1
5

増
進
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
を
考
え
て
い
る
人
向
け
に
、

制
度
や
活
動
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

日
時

　
3
月
7
日
㈮

　
午
後
2
時
〜

3
時

※
後
日
、
個
別
対
応
の
研
修
会
を
行

い
ま
す
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

申
　
電
話
か
直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

シ  

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
や
関
数
、

グ
ラ
フ
作
成
な
ど
を
楽
し
く
学
べ
る

無
料
の
講
習
会
で
す
。

日
時

　
3
月
12
日
㈬
・
13
日
㈭
・
14

日
㈮
・
17
日
㈪
・
18
日
㈫
（
全
5
日

間
）　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
文
字
入
力
が
で
き
、
全
日

程
に
参
加
で
き
る
人

　
12
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
2
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

講
習

　
色
画
用
紙
を
切
っ
て
、
か
わ
い
い

手
作
り
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。
贈
り

物
に
手
作
り
カ
ー
ド
を
付
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
20
日
㈭
・
27
日
㈭
（
全

2
回
）　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物

　
は
さ
み

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
3
月
6
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

②
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
の
ラ
ン
チ

　
メ
ニ
ュ
ー
は
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
、
ス

ー
プ
、
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

時
間
　
正
午
〜
午
後
2
時

対
象
　
一
般
　
20
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

昼
食
代
　
5
0
0
円

申
　
2
月
24
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

手作りカードを贈ってみませんか

活  市民活動コーディネーター育成講座
“市民活動の推進役となるコーディ
ネーター”を目指そう！
　市民活動推進センターでは、「市民活動コーディネー
ター」とは何かを理解するための基礎講座を開催します。
　この講座は、地域の課題に貢献するボランティアや市
民活動をよりステップアップさせる役割となるコーディ
ネーターについて学習することができます。
　コーディネーターの必要性や役割、業務などを分かりや
すく説明しますので、この機会に学んでみませんか。
日時　3月1日㈯　午後1時～ 4時
場所　白井駅前センター
対象　市内在住・在勤者　30人（申し込み順）
講師　松戸市コミュニティー・コーディネーターズ・タン
ク（C

コ コ ッ ト
oCoT）　小山淳子副代表理事

持ち物　筆記用具
■申　2月25日㈫までに電話か直接市民活動推進センターへ

　
午
後
の
ひ
と
と
き
、
朗
読
を
聞
き

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
7
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
　
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

研
修
室
　
入
場
料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
認
知
症
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉

倶
楽
部
」

　
認
知
症
の
介
護
に
悩
ん
だ
り
困
っ

て
い
る
人
、
み
ん
な
で
悩
み
を
話
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
12
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
片
岡
☎
0
8
0
（
3
4
6
2
）

3
4
8
1

◆
春
の
種
ま
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
実
際
に
種
を
ま
き
な
が
ら
、
楽
し

く
種
ま
き
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
3
月
21
日
㈷
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
定
員

　
24
人
（
組
）

※
一
般
ま
た
は
親
子
2
人
で
の
参
加

も
で
き
ま
す
（
申
し
込
み
順
）。

講
師

　
白
瀧
嘉
子
園
芸
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

　
参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料

費
）

申
・
問

　
2
月
21
日
㈮
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
か
直
接
千
葉
県
立
北
総
花

の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4

0
3
0
へ

真剣な対局の様子

2014.2.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2014.2.15 8み ん な の ひ ろ ば

　1月22日、白井中学校で50回目の立春式が行
われました。1回目は昭和39年度に、当時の白
井中学校の校長で、元教育長の川鍋旬さん（故
人）が、古来からの儀式である男子の「元

げんぷく

服」、
女子の「裳

も ぎ

着」を由来とし、中学2年生（14歳）
に社会の一員としての自覚を持ち、自己の向
上を目指すことを目的に始めたものです。現
在は、「自覚」「立志」「健康」を目標に市内の
全中学校で開催されています。
　式典は、記念講演のほか、市内の幼稚園と
コンビニエンスストアで職業体験を行った2グ

ループの報告の後、生徒が一人ずつ今年のテーマである「挑戦」にちなんだ漢
字1文字を書いた色紙を掲げ、元気な声で14歳の決意を力強く表明していました。

ス
で
す
。
た
だ
、
1
人
で
歩
く
の

で
は
な
く
、
8
人
が
、
2
人
ず
つ

の
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
四
角
く
向

か
い
合
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る

グ
ル
ー
プ
の
ダ
ン
ス
で
す
。

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
動
き
方
が
あ
り
ま
す
が
、
当

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

健
康
で
明
る
く

　
白
井
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

は
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、

健
康
で
明
る
い
市
民
生
活
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
目
的
で
1
9
9
9

年
1
月
に
創
立
し
、
今
年
の
2
月

2
日
に
は
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
創
立
15
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
数
は
54
名
で
、
毎
週

月
曜
日
に
、
午
後
の
部
と
夜
の
部

の
二
部
制
で
定
例
会
を
開
き
、
一

カ
月
千
円
の
会
費
で
ス
ク
エ
ア
ダ

ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
と

は
、ど
ん
な
ダ
ン
ス
？

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
よ
く
歩
く
ダ
ン

ア
ダ
ン
ス
を
、
日
常
生
活
の
ア
ク

セ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、　
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
体
験
か
ら

　
発
表
を
兼
ね
た
体
験
会
を
、
3

月
9
日
㈰
の
「
駅
前
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
15
日
㈯
の

「
白
井
コ
ミ
セ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
体

験
会
を
、
24
日
㈪
と
31
日
㈪
に
白

井
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
定

例
会
場
で
、
午
後
1
時
30
分
と
午

後
7
時
に
行
い
ま
す
。
4
月
14
日

㈪
か
ら
平
成
26
年
度
の
初
心
者
講

習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

連
絡
先
　
鈴
木
☎
（
4
9
1
）
5

6
1
3

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

ク
ラ
ブ
で
は
、
基
本
の
動
作
は
毎

年
4
月
か
ら
の
講
習
会
で
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
き
方
は
、

英
語
を
基
に
し
た
ス
ク
エ
ア
ダ
ン

ス
専
用
の
用
語
で
世
界
的
に
統
一

さ
れ
て
お
り
、
世
界
の
ど
の
国
に

行
っ
て
も
踊
り
の
仲
間
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ

ン
グ
」
に
効
果

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
に
は
、「
人

と
人
と
の
触
れ
合
い
」「
特
殊
な

技
能
は
不
要
で
す
ぐ
に
解
け
込
こ

め
る
」「
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
運
動

で
あ
り
退
屈
せ
ず
長
続
き
す
る
」

「
知
的
刺
激
と
運
動
刺
激
が
同
時

に
起
こ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
効
果

が
あ
り
、
若
さ
を
保
つ
方
法
と
し

て
も
期
待
が
持
て
ま
す
。
ス
ク
エ

未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑮

白
井
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

立春式　始めて50年経ちました

「自覚」「立志」「健康」　14歳の決意

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
手
を
合
わ
す
妻
の
額
に
初
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
針
田
達
行

地
　
身
の
丈
に
合
っ
た
倖
せ
年
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

人
　
賀
状
積
む
バ
イ
ク
の
列
や
靄
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
清
水
治
夫

【
選
評
】　
天
　
初
日
の
一
条
か
妻
の
額
に
届
く
。
誠
に
神
の
恵

み
の
光
り
で
あ
り
、
素
直
に
祈
る
心
を
神
か
ら
受
け
入
れ
て
下

さ
る
証
し
の
様
で
あ
る
。
地
　
足
る
を
知
る
の
言
葉
通
り
、
欲

を
越
さ
ず
に
そ
こ
そ
こ
の
倖
せ
で
良
い
と
言
う
人
生
観
で
あ
る
。

人
　
賀
状
配
達
の
一
月
一
日
の
朝
と
思
う
。
活
気
に
満
ち
て
初

仕
事
と
な
る
バ
イ
ク
の
音
も
勇
ま
し
い
。
　
　

一
鐘
や
礼
深
く
し
て
年
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
台
　
市
川
元
彦

凍
空
に
真
っ
赤
な
夕
陽
沈
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
上
野
寛
義

歯
切
れ
よ
き
女
あ
る
じ
や
歳
の
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
片
野
美
耶
子

今
年
こ
そ
と
髪
を
整
へ
初
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
神
な
月
英
人

ふ
る
ま
ひ
の
甘
酒
の
湯
気
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

人
柄
も
や
さ
し
き
文
字
の
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

露
天
湯
に
独
り
仰
げ
る
雪
の
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

　お
雑
煮
が
い
ち
ば
ん
好
き
と
言
っ
て
い
た

母
想
い
出
す
正
月
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
　
小
野
葉
月

【
選
評
】　
お
雑
煮
に
は
母
を
思
い
出
さ
せ
る
力
が
潜
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
一
番
好
き
と
言
っ
て
い
た
食
べ
物
だ
か

ら
で
し
ょ
う
。

今
日
一
つ
楽
し
き
事
を
書
き
留
め
て

余
白
の
多
き
日
誌
と
じ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
新
野
康
雄

母
が
来
て
初
孫
も
来
て
年
明
け
る

四
代
揃
っ
て
行
く
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

十
二
月
八
日
早
朝
ホ
ノ
ル
ル
の
街
に

マ
ラ
ソ
ン
の
号
砲
ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

横
綱
の
土
俵
入
り
よ
り
テ
レ
ビ
見
て

打
止
め
太
鼓
で
厨
へ
と
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
関
根
千
浪

力強く決意を表明する生徒

みんなで踊った「恋するフォーチュン
クッキー       ～白井コミセンバージョン～」♥

ホリさんを囲んでみんなで決めのポーズ !

「金八先生」に扮
ふん
したホリさん

　1月10日、白井コミュニティセンターで、
AKB48でおなじみの「恋するフォーチュン
クッキー」の動画撮影が行われました。こ
れは、センターを利用する団体の連帯意識
の向上と、地域コミュニティーの活性化を
目的として企画されたものです。
　この日はセンター利用団体の皆さんのほ
か、市出身のお笑いタレント「ホリ」さん
が友情出演で駆け付け、「金八先生」
や「木村拓哉」さんになりきって踊り
に絡むなど、楽しく撮影が進みました。
　約100人が参加した動画は、3月15
日㈯開催の「第3回コミセンフェスタ」
でお披露目されます。動画の一部は、
動画配信サイト「You Tube」で公開を
予定しています。

クリスマスパーティーのダンスの様子

白井スクエアダンスクラブの皆さん


